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目 的 

日光国立公園に位置する中禅寺湖は，ヒメマスやホ

ンマスに代表されるサケ科魚類の遊漁を目的に全国か

ら多くの遊漁者が訪れる国内有数の湖である。また，

奥日光は日本のフライフィッシング発祥地と言われて

おり，とりわけ中禅寺湖は「マス釣りの聖地」と呼称

されている。2011 年 3 月に発生した東京電力福島第一

原子力発電所事故により拡散した放射性セシウムは東

日本の広範囲に降下・沈着し，中禅寺湖では 2012 年 2

月に複数のサケ科魚類から食品の基準値（2012 年 4 月

施行）を超過する放射性セシウムが検出された。これ

に伴い，県から中禅寺湖漁業協同組合（以下，漁協）

に対して，漁業・遊漁の解禁延期要請が発出され，全

ての漁業権魚種（ワカサギを除く）について，その場

で再放流することを条件としたキャッチ・アンド・リ

リース（以下，C&R）制を導入して漁場を解禁した。 

近年，中禅寺湖を訪れる遊漁者にとってレイクトラ

ウトを対象とした釣りが人気となっている。レイクト

ラウトは，北米大陸に広く分布するイワナ属魚類であ

り，1966 年に水産庁淡水区水産研究所日光支所がカナ

ダのオンタリオ州オペオンゴ湖からレイクトラウトの

発眼卵 10,000 粒を導入した。1)さらに，1968 年に同湖

産発眼卵 33,000 粒，1969 年にオンタリオ州オンタリ

オ湖産発眼卵 35,000 粒が導入され，中禅寺湖に試験放

流された。現在，レイクトラウトは国内で中禅寺湖の

みに生息しており，自然再生産によって個体群が維持

されている。2)環境省および農林水産省はレイクトラ

ウトを「適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産

業管理外来種）」に位置付けており，水産庁では関係者

や関係機関が資源を利用する際の適切な管理を求めて

いる。今後，中禅寺湖のレイクトラウト資源の利用と

管理を行っていく上で，資源尾数に関する情報が不可

欠であるが，知見はない。そこで，本研究では C&R

制を利用して，標識再捕法（シュナーベル方）による

レイクトラウトの資源尾数推定を試みた。 

 

材料および方法 

調査期間 2016 年 3 月 7 日から 6 月 5 日（90 日間）

に標識放流および再捕を繰り返し行った。 

標識放流 ルアーおよびフライフィッシングによ

ってレイクトラウトを釣獲し，FA-100 を用いて麻酔後，

スパゲティタグを背鰭基部に装着して再放流した（図

1）。標識には番号をつけて個体識別した。標識魚の放

流は原則として釣獲した場所で行い，通常解禁区の広

範囲にわたって釣獲と標識放流を実施した。 

 
図 1 標識されたレイクトラウト  

 

可能な限り多くの標識放流を行うため，5 月 12 日およ

び 13 日には遊漁者で構成された調査サポーター100 名

を動員した大規模な標識放流を行い，合計 169 尾のレ

イクトラウトに標識を装着して放流した。 

標識魚の再捕 標識魚の再捕は遊漁者に依頼した。

釣果および再捕に関するアンケートを作成し，遊漁券

発売所において遊漁者全員に配布した。アンケートは，

湖周辺に設置した回収ポストによって回収した。回答

の利便性を向上させるため，インターネットを用いた

回答フォーム（Google Drive）も開設した。遊漁者に

対して調査協力を呼びかけるために，ポスターを作成

し周知を図った。回答されたアンケートのうち，解析

に適さないと判断された回答については解析から除外

した。 

資源尾数の推定 複数日にわたって標識放流を実

施したため，シュナーベル法を適用して 2016 年の東

側通常解禁区におけるレイクトラウトの資源尾数𝑁𝑁𝑁𝑁を

推定した。標識放流を実施していない日が連続する場

合は，それらのデータをプールして解析に供した。な

お，日毎の再捕尾数は 0 ～ 2 尾程度であったため， 

Begon 1979 3)に従い，次式により小標本補正を行った

シュナーベル法を適用した。 

𝑁𝑁𝑁𝑁 =
𝛴𝛴𝛴𝛴𝑀𝑀𝑀𝑀𝑖𝑖𝑖𝑖𝑛𝑛𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖𝑖

(𝛴𝛴𝛴𝛴𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖) + 1 
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また，次式により標準誤差 SE を求め，95%信頼区間を

N±1.96×SE で求めた。 

SE = N�
1

𝛴𝛴𝛴𝛴𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖 + 1 +
2

(𝛴𝛴𝛴𝛴𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖 + 1)2 +
6

(𝛴𝛴𝛴𝛴𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖 + 1)3 

上記式において，𝑀𝑀𝑀𝑀𝑖𝑖𝑖𝑖は i 日目の標識放流尾数，𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖は i

日目の標識魚の採捕尾数，𝑛𝑛𝑛𝑛𝑖𝑖𝑖𝑖は i 日目の釣獲尾数であ

る。なお，標識放流による資源尾数推定に係る諸条件

を満たすものと仮定し，推定した。 

 

結果および考察 

釣獲尾数および再捕尾数 調査期間中における遊

漁者によるレイクトラウトの釣獲尾数は 1,177 尾であ

り，標識魚 169 尾のうち 12 尾が再捕された。 

資源尾数 東側通常解禁区におけるレイクトラウ

トの資源尾数（95%信頼区間）は 7,134 尾（3,053 尾～

11,215 尾）と推定された（図 2）。1ha あたりの資源尾

数（量）を求めると，10.3 尾（12.4kg）/ha であった。

本研究における供試魚は全てルアー・フライフィッシ

ングによって釣獲されたが，釣りによって採捕されに

くい個体が存在した場合，資源尾数を過小推定してい

る可能性がある。従って，本研究における資源尾数と

は，生息尾数ではなく釣獲対象資源尾数という解釈が

妥当であると考えられる。 

 
図 2 レイクトラウトの資源尾数および生息密度  

 

カナダユーコン準州の湖沼におけるレイクトラウ

トの平均生息密度（最小－最大）は 15.1（1.7–39.2）

kg/ha であり，6)中禅寺湖におけるレイクトラウトの生

息密度 12.4kg/ha と同程度であった。レイクトラウト

の導入から約 50 年が経過した現在において，中禅寺湖

のレイクトラウトは原産国であるカナダの湖沼と同等

の資源水準に達していると考えられた。近年，レイク

トラウトの釣獲率が昔と比較して顕著に上昇している

という意見が多く寄せられている。近年の遊漁による

レイクトラウトの釣獲率は，1990 年代と比較して 10

倍以上高い水準で推移しており，資源尾数の増加が示

唆されている。4)レイクトラウト資源の増加は，釣果

の向上や遊漁者の増加など正の効果をもたらしたが，

一方で捕食や競争を通してヒメマスやホンマスなど他

魚種への負の影響が懸念されており，本種を取り巻く

様々な環境について注視していく必要がある。然別湖

ではミヤベイワナを対象とした遊漁において，遊漁者

数と釣獲尾数を把握するシステムが確立されており，

標識放流調査によって資源尾数が推定されるなど，資

源動向のモニタリング体制が整備されている。5)中禅

寺湖においても遊漁による釣獲状況をモニタリングす

ることでレイクトラウトの資源動向を把握し，資源の

利用と管理について検討を図ることが望ましい。 
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